
学校番号 2004 

 

平成 31 年度 情報の表現と管理 

 

教科 専 情報 科目 情報の表現と管理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 情報の表現と管理【 実教出版 】 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

広告やアニメーション等の作品制作を通して、急速に多様化するメディア環境についての問題意

識を養うことを目指します。 

１年次の「社会と情報」では、コンピュータを使って自分を表現する方法を学びました。２年次

の「情報の管理と表現」では、１年次の基礎的な活動をより発展させてコンピュータを使って、

「自分を表現する力」と「他者と協力しながら取り組む力」の向上を目指します。 

・情報の表現と管理に関する基礎的な知識と技術を習得させる 

・情報を目的に応じて適切に表現するとともに，管理し活用する能力と態度を育てる 

・マルチメディア作品の制作と発表に関して、情報を収集、整理し、思考を深め、 

基礎的・基本的な知識や技術を活用して適切に判断し、創意工夫する能力を身に付けさせる 

情報の各分野に関する諸課題について関心

をもち，その改善･向上を目指して主体的に

取り組もうとするとともに，実践的な態度

を身に付けている。 

評価方法 

a.関心・意欲・態度 

プリント 課題提出 

b.思考・判断・表現 

c.技能 d.知識・理解 

情報の各分野に関する諸課題の解決を目指

して思考を深め，基礎的･基本的な知識と技

術を基に，情報産業に携わる者として適切

に判断し，表現する創造的な能力を身に付

けている。 

評価方法 

課題提出  グループ討議 

 

情報の各分野に関する基礎的･基本的な技

術を身に付け，情報の各分野に関する諸活

動を合理的に計画し，その技術を適切に活

用している。 

評価方法 

課題提出 

情報の各分野に関する基礎的･基本的な知

識を身に付け，現代社会における情報及び

情報産業の意義や役割を理解している。 

評価方法 

課題提出 小テスト 



４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学
期 学習項目 学習内容 

自己 

評価 

主な評価の観点 単元（題材）の 

評価規準 
評価方法 

a b c d 

１
学
期
中
間 

広告表

現、看板

表現で使

われてい

る技法 

色や文字によ

る表現パター

ンを学ぶ 

 

○ ○  ○ 

a:街中で使われている広告

表現や看板表現に興味を

もち、自らの作品制作に

積極的に取り組もうとし

ている 

b: 伝えたいことや作品のコ

ンセプトを適切に判断

し、他者に的確に伝わる

ように表現している 

c: 文書作成ソフトの基本操

作を習得し、情報を発信

することができる 

d:色や文字による表現パタ

ーンを理解している 

他者に伝えたいことや作

品のコンセプトの一貫性

を理解している 

授業観察 

ワークシート 

課題制作におけ

る成果物 

伝えたいこと

や作品のコン

セプトの一貫

性を保つ方法

を学ぶ 

 

 ○  ○ 

制作工程を立

てることで、

見通しを立て

て作業をする

ことの重要性

に気付く 

 

  ○  

体育祭デ

コレーシ

ョンパネ

ル作品作

成 

プレ課題の制

作を通して文

書作成ソフト

の基本操作を

復習する 

 

○  ○ ○ 

授業観察 

ワークシート 

課題制作におけ

る成果物 

企画書や下書

きに沿った作

品作成を行う 

 

 ○ ○  



学
期 学習項目 学習内容 

自己 

評価 

主な評価の観点 単元（題材）の 

評価規準 
評価方法 

a b c d 

１
学
期
期
末 

２０１７

年 文化

祭パンフ

レット表

紙作成 

抽象表現と具

体表現それぞ

れを比較しケ

ースに応じた

表現方法を思

考する 

 

○  ○ ○ 

a: 抽象表現と具体表現の違

いについて興味をもち、

自らの作品制作に積極的

に取り組もうとしている 

b:自分と他の人の作品を比

較し改善点について考

え、自らの作品にいかに

活かすかを判断・表現す

ることができる 

c: 文書作成ソフトの基本操

作を習得し、情報を発信

することができる 

d:抽象表現と具体表現の違

いについて理解している 

授業観察 

ワークシート 

課題制作におけ

る成果物 

中間発表の機

会を設け、お

互いに改善点

について思考

する 

 

 ○   

２
学
期
中
間 

「みんな

で良い学

校プロジ

ェクト」

作品作成 

食べ歩き防

止、二人乗り

防止キャンペ

ーンポスター

制作を通して

伝えるべきこ

とが具体的に

あっても表現

に様々な方法

があることを

学習する 

 

○ ○ ○  

a:イラストを取り入れた表

現に興味をもち、良い学

校プロジェクトに積極的

に取り組もうとしている 

b:伝えるべきことに応じて

適切な方法を選択するこ

とができている 

c:素材づくりを積極的に行

い活用することができる 

 企画書や下書き通りに作

品を作成できる 

d:学校の課題を理解してい

る 

他者に伝えるための表現

方法を理解している 

授業観察 

ワークシート 

課題制作におけ

る成果物 

ペイントでイ

ラスト素材を

作る時間を多

く設け、企画

書や下書きに

沿ったこだわ

りのある作品

制作に取り組

む 

 

 ○ ○ ○ 



学
期 学習項目 学習内容 

自己 

評価 

主な評価の観点 単元（題材）の 

評価規準 
評価方法 

a b c d 

２
学
期
期
末 

「修学旅

行 思い

出アニメ

ーショ

ン」作品

作成 

修学旅行中に

取った写真を

編集させ、思

い出ムービー

をムービーメ

ーカーで作ら

せる 

 

○ ○ ○ ○ 

a:ムービー作成に興味をも

ち、作品制作に積極的に

取り組もうとしている 

b:デザインに一貫性をもた

せることができる 

c: ムービーメーカーの基本

操作を習得し、作品制作

をすることができる 

d:映像表現の仕組みを理解

している 

授業観察 

ワークシート 

課題制作におけ

る成果物 

３
学
期 

HTML タ

グを使っ

たWebペ

ージ作品

作成 

HTML タグを

使って、オリ

ジナル Web ペ

ージを作成

し、公開を行

う 

 

○ ○ ○  

a: Web ページに関心をも

ち、オリジナル Web ペー

ジ制作に向けて積極的に

取り組もうとしている 

b:他者の作品に対して、良い

点、改善点を挙げること

ができている 

c:下書きで示したデザイン

通りに Web ページを作成

できる 

d:HTML タグを理解してい

る 

授業観察 

ワークシート 

課題制作におけ

る成果物 

公開された他

者の作品を見

て、その作品

の良い点、改

善点を見出す 

 

 ○  ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


